


























成分を対象としている。森山新（2008）は上村コーパス4 から約 300 個のニ格成分、
約 200 個のデ格成分を、国語研（1997）は第四期国定読本（1933（昭和 8）年）から







































































































































	 客格 3（到達する状態）、客格 4（状態）
















































































































































































































































































































































































A─ 1 同じ 異なる 同じ 同じ 試合で／に勝つ
A─ 2 同じ 異なる 同じ 異なる 目標を／に置く
Ｂ─1a 同じ 同じ 異なる 異なる パンを焼く
Ｂ─1b 同じ 同じ 同じ 異なる アメリカに学ぶ
Ｂ─2a 異なる 同じ 異なる 異なる ボール／要求を蹴る
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